
ブラシレス DC モーター  
 

通常の直流モーターは、ブラシと整流子が必要なモーターですが、ここではブラシと整

流子を使わないブラシレス DC モーターについて見てみましょう。 

比較のため、通常の直流モーターの簡易図を載せておきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インナーロータ形 と アウターロータ形 

ブラシレス DC モーターには主に「インナーロータ形」と「アウターロータ形」があり、

一般的には「インナーロータ形」が使われています。 

「インナーロータ形」は、固定された電機子巻線(固定子)の内側に配置された永久磁石

が回転子として回転する方式、 

「アウターロータ形」は、中央に固定された電機子巻線を配置し、その外側に置かれた

永久磁石が回転する方式です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

直流電源と電機子巻線の間に 半導体スイッチ を接続し、これを切り替えて電機子巻線

に流れる電流の向きを交互に切り替える。 

それにより、回転子を回転させることができます。 
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ブラシ付直流モーター コイルが回転するのでブラシと整流子が必要 



普通の直流モーターは、コイルが回転するのでブラシと整流子が必要になりますが、 

ブラシレス DC モーターは、コイルを固定して磁石側を回転させるので、ブラシと整流

子は必要ありません。 

 

インナーロータ形 ブラシレス DC モーター 

「インナーロータ形」で、電機子巻線に流れる電流の向きを切り替えて、回転子を回転

させる様子について見てみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回転子の N 極は固定子の S 極に吸引され回転、回転子の S 極は固定子の N 極に吸引さ

れて回転します。 

(または、回転子の N 極は固定子の N 極に反発して回転、回転子の S 極は固定子の S

極に反発して回転する) 

 

回転子の回転位置をセンサが読み取り、電流の向きを切り替えて固定子磁極の N ⇔ S

を切り替えます。(電流の向きを変えると巻線に発生する磁束の向きが変わるので、固

定子の N ⇔ S を切り替えることができる) 

電流の切り替えには、トランジスタなどの半導体スイッチが使われます。 

また、回転位置を検出するためのセンサにはホール素子を使用します。(＊1) 

 

 

 

(＊1)  

ホール素子とは、ホール効果を利用するもので、磁束を感知して起電力(電圧)を発生させる素子。 

磁束の向きに対して直角方向に電圧が発生します。 

 

ホール効果とは、 

電流を流して その電流とは垂直の方向に磁界 (磁束) を加えると、 

電流と磁界の向きのどちらに対しても垂直な向きに起電力を生じる現象。 
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